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学 習 評 価 の 意 味 を 考 え る 

梅雨の晴れ間にプールから子ども達の歓声が聞こえていきます。夏本番を迎えるこの頃ですが、

子ども達は暑さに負けず、元気に過ごしております。1学期もまとめの時期になりました。７月に

入ると、各学級では学んできた内容を確認し、成長を認め、課題を明らかにして夏休みを迎えられ

るよう指導してまいります。 

さて、1学期の子どもの成長については学期末に通知表でお伝えしますが、学校は、子ども達が

「確かな学力」を身に付けるため、毎時間、教科ごとに観点別学習状況の評価を行い、一人一人の

状況を把握し、個に応じた指導を行っています。また、評価を指導に生かすことで、子どものよさ

や可能性を引き出し、やる気を起こさせるようにしています。そのことが学習評価の大切な点で

す。 

また、学校は、学習以外の場面でも可能性を伸ばせるよう努力をしています。私自身、「子ども

の良いところを褒め、認め自信をつけさせる」ことの実践に努めておりますが、時に課題が目につ

いて指導や注意をしたくなることもあります。そこをぐっとこらえ、私たち大人は、子ども一人一

人のよさを生かし、自分を価値ある存在として認められるよう次の視点をもって子どもに接してい

くことが大切だと考えます。 

〇可能性を広げる 「〇〇をさせよう。きっと自信がつくだろう。」 

〇よさを見つける 「〇〇が上手になったね。」 

〇励ます     「忘れ物が減ったね。次はもっと減らせると思うよ。」 

〇褒める・認める 「掃除をしたことでみんな気持ちが良いよ。」 

これらのことは、通知表からも見て取ることができますが、どの程度身についているかではな

く、これからどのように声をかけていくのかが、学校でも家庭でも大切なポイントだと思っていま

す。これからも子どもへの言葉かけを大切にし、保護者・地域の方々と子どもの可能性、長所を連

携して伸ばしていきたいです。 

  

児童数６２２名     令和５年７月発行 

７月の生活目標：学習に進んで取り組もう 

  

学校教育目標 

やさしく 

かしこく 

たくましく 

小中合同引き渡し訓練 ご協力ありがとうございます！ 

 ６月２３日に、城南中と合同で引き渡し訓練を実施いたしました。おかげさまで、全児童を無事に

引き渡すことができました。保護者の皆様には、お忙しい中ご協力いただきありがとうございます。

この引き渡し訓練は、大きな自然災害や事件、事故が発生した場合、保護者へ安全に引き渡すために

行われます。今回、中学校と合同で行うことで、より現実に近い状況で実施することができました。

 大きな自然災害の場合は、通信機能が不通となることも考えられます。そのような場合、児童は必

ず学校に留め置き、保護者に確実に引き渡すこととします。状況によっては、学校がそのまま避難所

となります。学校は耐震工事がされており、地震で倒壊することはありません。保護者の皆様は、ご

自身の身を守り、慌てることなく安全を確認しながら学校に来てください。 

 また、災害は、いつ、どこで起こるかわかりません。いざという時の身の守り方 

や危険個所、連絡方法などを確認しておくことも大切です。子どもであっても、自 

分の命は自分で守らなければいけません。学校では引き続き安全指導を進めていき 

ます。 
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なかよしタイム 

アルミ缶回収 

５ ｽﾎﾟｰﾂﾀｲﾑ 

ｸﾗﾌﾞ・そうだんﾀ

ｲﾑ 

PTA除草活動 

６  ７  

読み聞かせ 

１０ 

 

１１ 除草朝会  

３年交通安全教室ア

ルミ缶回収 

１２ うたごえﾀｲﾑ 

クラブ・避難訓

練 

教育相談日 

1３ 

 

1４  

読書タイム 

 

１７   

海の日 

 

１８ なかよしタイム 

アルミ缶回収 

通常日課5時間 

１９ 

給食最終日 

短縮日課5時間 

２０  

 

短縮日課３時間 

２１  

終業式 

短縮日課３時間 

２４  

 

２５   

 

２６  

 

２７ ２８ 

６月の様子 元気いっぱい様々な行事や活動が行われています！ 

代表委員によるあいさつ運

動 

体育館での児童集会 水泳の学習 

【６年】 バスケットボール大

会 

夏休み 7月22日～8月29日 2学期始業式 8月30日 

７月の主な行事 

一人一人の居場所つくり  校内学習支援センター「ぽかぽか教室」の開室 

現在、様々な理由で教室に入ることが難しい児童が全国的に増えています。その状況を鑑

み、文部科学省では、「COCOLOプラン」を作成し、誰一人取り残されない学びの保障を推

進しています。その施策の一つとして、学びたいときの学べるように落ち着いた空間で学習

・生活できる環境を学校内に設置することを提言しています。本校でも、相談室を利用して

誰もが学べる校内学習支援センター「ぽかぽか教室」を開室しました。ここでは、学級運営

支援員や教員が児童の支援にあたり、学びを進めながら、安心して教室に復帰することを目

指しています。 

登校に関することだけでなくお子さんの悩みは多岐にわたります。その解決策も様々で、

一人ずつ異なります。困ったときは、遠慮なく学校にご相談ください。一緒に考えていきた

いと思います。 

バスケット大会 がんばれ

会 

【２年】栄養士による食の指導 


